種子の分包の方法（別紙２）

（分包するのは１種類１０袋まで。それ以上の種子は大袋のまま送って下さい）

（説明図と見本を参考にして下さい）

1． 分包するための種子袋は、同封した用紙を折って作ります。不足した場合には、同じような紙質の紙を切って使用して下さい。

２．用紙の大きさは、９．５ｃｍ×１０．５ｃｍを標準にして下さい。Ａ－４の紙のサイズは約２１ｃｍ×３０ｃｍなので、長手方向を１．５ｃｍ切り取ってから、長手方向を３等分、短手方向を２等分すれば、この大きさになります。ただし、５ｍｍ程度違ってもかまいません。

3． 折り方については、説明図と見本を見てください。見本は端から開いて、折りかたを見て下さい。（端を、差し込んであります）

折るときは、表面が平らな側を内側にして、最初長手方向を半分に折って下さい。短いほうを半分に折ると、見本とはかなり違った形になってしまい、種名等を記入するのが難しくなります。

４．一袋の種子の量は多くても３～４号鉢に２回播く程度の量にして下さい。それ以上入っていると、（ボランティアーのかたが）適量に入れ直しています。その手間が結構大変です。通常は一回播種して、苗が5本程度採れれば充分です。

5． 分包は一種類につき１０袋までで結構です。それ以上の種子は分包せずに、大袋のまま送って下さい。こちらで分包します。

６．種子の包み方：説明図のように、用紙の中央に種子を置いてから折っても構いません。別法として、種子を置かずに折り始め、最後まで折らず、一方の端を折らない状態とし、その端を広げて種子を掬い入れる方法が割りと楽です。種子はなるべく指で、手で、さわらないようにして下さい。指の油がつくと、カビが生え易くなり、カビが生えると発芽しなくなります。（この注意は、種子の採取時から、播種時まで守って下さい。）種子がこぼれでないように、用紙の端はきちんと差し込んで下さい。

7． 全部の種子袋に種名、提供者名を記入してください。種名の間違いは、種子交換委員会ではチェックすることが難しいので、確認して下さい。記入方法：図を参考にして下さい。

(1) 種名は種子提供リストと一致したものを、折り目のない側の中央部に記入して下さい。

(2) 提供者名は、種名の下に記して下さい。

(3) 花の色や開花時の草丈、産地やその他の特徴は、提供リストのほうに記入して下さい。　　　　　　

８．最後に、１種類毎に輪ゴム等でひとまとめにして下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
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